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西村証券 企業調査速報               2025/02/27 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

タカラバイオ（コード 4974） 

◆各決算期の第 3 四半期累計期間業績推移(連結) 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

22.3 45,659 19,926 119.3 － 15,401 ▲13,380 ▲2,034 23,935 

23.3 60,206 19,403 121.2 － 13,261 ▲9,551 ▲4,076 23,212 

24.3 29,734 336 1.3 － 482 ▲11,740 ▲5,184 33,761 

25.3 29,282 ▲1,473 ▲11.5 － 4,883 ▲9,678 ▲2,207 26,364 

◆通期業績推移(連結) （25.3予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

22.3 67,699  28,902  164.8 33.0 6,985 ▲7,071 ▲2,070 22,160 

23.3 78,142  20,541  133.0 42.0 36,897 ▲6,693 ▲4,119 49,058 

24.3 43,505  3,003  12.3 17.0 1,711 ▲13,043 ▲5,233 33,171 

25.3予 45,500  3,000  8.3 17.0 － － － － 

 （CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

 

25 年 3 月期第 3 四半期の業績概況…25 年 3 月期の第 3 四半期累計期間（24 年 4～12 月）は、

セグメント別で機器、遺伝子医療が増収となったものの、試薬、受託が減収となり、全体の売上

高は前年同期に比べて約 2％減少した。利益面では、相対的に利益率の高い検査関連試薬の売上

減や売上構成の変化などにより、営業損益は赤字となった。 

当期の業績は、売上高 292 億 8,200 万円（前年同期比 1.5％減）、営業損失 14 億 7,300 万円

（前年同期は 3 億 3,600 万円の黒字）、経常損失 12 億 5,500 万円（同 5 億 8,600 万円の黒字）、

親会社株主に帰属する四半期純損失 13 億 7,800 万円（同 1 億 5,400 万円の黒字）となった。 

セグメント別の売上高は、試薬 224 億 2,400 万円（同 0.8％減）、機器 6 億 4,400 万円（同 1.0％

増）、受託 34 億 9,600 万円（同 20.0％減）、遺伝子医療 27 億 1,600 万円（同 27.3％増）となっ

た。試薬においては、世界のライフサイエンス研究市場における市場の回復の遅れによって売上

が減少。為替の円安による増収効果分を除くと前年同期比 7.2％減となっており、主な地域別で

は中国が 0.6％増となった一方、米国が 2.3％減、韓国が 13.2％減、欧州が 16.2％減、日本（為

替の影響なし）が 17.2％減などとなった。機器では、PCR 関連装置がわずかに増加。受託では、

再生医療等関連受託がクライアントの開発方針変更による細胞加工受託の減収により前年同期
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比 44.9％減収になったのに対し、大型ゲノム解析関連受託やシングルセル解析関連受託などの

新規サービスの開始によって遺伝子解析／検査その他は同 22.0％増収となった。遺伝子医療で

はレトロネクチンなどが好調に推移した。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）の状況については、当期末の現金及び現金同等物残高は 263

億 6,400 万円（前年同期末比 21.9％減）に減少した。営業活動による CF は、税金等調整前四半

期純損失 13 億 8,400 万円（前年同期は 5 億円の黒字）、減価償却費 27 億 3,200 万円（前年同期

比 16.2％減）、売上債権の減少額 33 億 6,600

万円（同 26.3％減）、未払消費税等の増加額 11

億 1,000 万円（前年同期は減少額 33 億 5,200

万円）、法人税等の還付額 4 億 8,700 万円（同

支払額 22 億 8,600 万円）などにより、48 億

8,300 万円の収入（前年同期比 913.1％増）と

なった。投資活動による CF は、有形及び無形

固定資産の取得による支出 93 億 6,700 万円

（同 23.4％減）などにより、96 億 7,800 万円

の支出（同 17.6％減）となった。財務活動によ

る CF は、配当金の支払額 20 億 4,700 万円（同

59.4％減）などにより、22 億 700 万円の支出

（同 57.4％減）となった。 

25 年 3 月期の業績見通し…25 年 3 月期の通

期業績については売上高 455 億円（前期比

4.6％増）、営業利益 30 億円（同 0.1％減）、経

常利益 30 億円（同 11.9％減）、親会社株主に帰

属する当期純利益（以下、当期純利益）10 億円

（同 32.5％減）の見通しで、24 年 5 月 10 日付

けの会社側公表値（売上高 489 億円、営業利益

50 億円、経常利益 52 億円、当期純利益 34 億

円）から下方修正された。 

セグメント別の売上高予想は、試薬 320 億

7,000 万円（同 2.1％増。修正前 339 億 6,900

万円）、機器 11 億 7,700 万円（同 31.8％増。修

正前 15 億 2,000 万円）、受託 85 億 2,900 万円（同 6.6％増。修正前 100 億円）、遺伝子医療 37

億 2,300 万円（同 16.0％増。修正前 34 億 1,000 万円）となっており、遺伝子医療のみ上方修正

された。試薬では、新型コロナウイルス検査用は今期の計画に入っていないが、一般研究用につ

いては欧米のインフレの長期化や中国経済の不振の影響を受けて市況が悪化。受託については、

再生医療等製品が 43 億 4,500 万円（同 7.0％増。修正前 56 億 1,400 万円）、遺伝子解析／検査

その他が 41 億 8,400 万円（同 6.2％増。修正前 43 億 8,500 万円）の見通しとなっている。 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 
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